
 

 

 

 

 

 
 

 

１ 単元について 

このような単元です               このような児童です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だからこのような授業をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標 

○ 秋の自然と関わる活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくったり，身近な自然の違いや特徴を

見付けたりすることができ，自然の様子や四季の変化に気付いたり，遊びの面白さや自然の不思議さに気

付いたりするとともに，身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくすることができるようにする。 
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〇 １学期に行った「なつがやってきた」という単元では，

校庭や地域の公園に出かけ，夏の虫や植物探しをしてい

る。また，水鉄砲や色水遊び，シャボン玉，泥遊びといっ

た夏ならではの水遊びも行っている。 

  色水遊びでは，朝顔の量と水の量を考えて濃くするため

にはどうしたらいいか考えたり，ペチュニアの花の色水を

使ったり，夏の自然の中で工夫して遊んでいた。また，色

水遊びで作った水で水鉄砲をするなど遊びを発展させてい

る姿も見られた。 

〇 地域との関わりでは，１学期に保育所からの招待で保育

所に出向き，音戸の舟唄を見本として披露したり，保育所

の先生が考えたゲームを一緒にしたりする交流をしてい

る。 

 

○ 本単元は，学校の校庭探検や地域の公

園に出かけるなど秋の自然と関わること

を通して，身近な自然の四季による変化

に気付いたり，自然の特徴に気付いたり

する学習である。１学期には，「なつがや

ってきた」という単元で夏の自然と関わ

る学習をしているため，夏との自然の変

化を比べることができる。 

また，秋の自然の特徴を生かし遊びを

工夫してつくり出し，地域の人（保育所）

と交流することで自分の生活を楽しくし

ていく力を付けることができる単元であ

る。 

・ 第一次では，まず単元計画を立てる。このとき，「なつがやってきた」の単元計画を振り返ったり，保育

園交流をしたことを思い出したりする。夏のときと同じように校庭と地域の公園で秋の虫や植物を探す。

そのときに，自然を見付けるだけでなく，夏と「同じところ」「ちがうところ」を意識させるようにする｡ 

・ 第二次では，自然の特徴を生かした遊びを楽しむ。このとき，五感を使って秋の自然のよさに気付けるよ

うにする。 

・ 第三次では，第二次までの振り返りの時間とし，見付けた秋についてタブレットを使ってまとめ，交流を

させる。 

・ 第四次では，第二次で遊んだ自然の特徴を生かし，遊びを発展させ秋のおもちゃをつくる。一緒に遊ぶ相

手が保育園の子であるという相手意識をもち，おもちゃやルールの工夫を考えるようにする。 

・ 第五次では，保育園の子を招待し，分かりやすく説明をしたり，一緒に遊んだりすることで，自分たちが

つくった秋のおもちゃを使って楽しく活動したことの達成感をもたせるようにする。 

 



３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

秋の自然と関わる活動を通して，

自然の様子や四季の変化，季節によ

って生活の様子が変わること，遊び

や遊びに使う物を工夫して作るこ

との面白さ，自然の不思議さに気付

いている。 

 秋の自然と関わる活動を通して

身近な自然の違いや特徴を見付け

たり，身近な自然を使って，遊びや

遊びに使う物を工夫してつくった

りしている。 

 秋の自然と関わる活動を通して

身近な自然を取り入れ，みんなと楽

しみながら，遊びを創り出し，自分

の生活を楽しくしようとしている。 

 

４ 指導計画（全２２時間）本時は１４／２２ 

次 時
数 

学習内容 

【他教科との関連】 

評価 

評価規準 評価方法 

一
次 

あ
き
を
さ
が
そ
う
（
７
） 

１ 
 
 
 
 

６ 
 
 
 
 
 
 
 

課題の設定 

「あき」を楽しむ単元計画をつくろう。 

 

情報収集 

校庭や地域の公園で秋を探そう。 

 

・ 秋の自然と関わ

る活動と，そこか

ら遊びに使う物

をつくる計画を

立てている。 

・ 夏と比べて校庭

や地域の公園の

自然に違いがあ

ることに気付い

ている。 

 

【知識・技能】 

発言 

ワークシート 

 

 

二
次 

は
っ
ぱ
や
み
で
あ
そ
ぼ
う
（
４
） 

２ 
 
 
 
 
 
 

２ 

整理・分析 

秋の特徴を見付けよう。 

 

 

表現 

葉っぱや実を使って遊ぼう。 

【国語科】なにに見えるかな 

・ 夏と秋の自然で

はどんな違いが

あるのか，色や形

などの視点から

特徴を見付けて

いる。 

・ 友達と一緒に秋

の自然を使って

遊びを楽しんで

いる。 

【思考・判断・表現】 

発言 

ワークシート 

 

 

 
【主体的に学習に取り組む態度】 

行動観察 

発言 

振り返りシート 

 

三
次 

あ
き
の
こ
と
を
つ
た
え
よ
う
（
１
） 

１ 
 

まとめ・表現 

「あき」で楽しかったことをまとめて，伝えよう。 

・紙芝居 

・クイズ 

【国語科】はっけんしたよ 

 

・ 二次までの活動

を振り返り，自分

なりの「秋」の特

徴をまとめ発表

している。 

【思考・判断・表現】 

まとめた成果物 

発言 



四
次 

あ
き
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
（
６
） 

２ 
 
 
 
 
 
 

４ 

表現 

秋の工作をしよう。（本時） 

【特別な教科 道徳】はなばあちゃんがわらった 

 

課題設定 

保育園の子も楽しめる遊びにしよう。 

表現 

おもちゃをつくろう。 

・ 相手意識をもち

ながら，秋の自然

物を使ったおも

ちゃを工夫しな

がらつくってい

る。 

・ 友達や先生のア

ドバイスを受け

ながら，失敗して

も工夫しておも

ちゃを完成させ

ている。 

【思考・判断・表現】 

行動観察 

つくったおもちゃ 

 

 
【主体的に学習に取り組む態度】 

行動観察 

発言 

五
次 

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
（
４
） 

２ 
 
 
 
 
 
 

２ 

表現 

秋のおもちゃ大会を開こう。 

【国語科】すきな きょうかは なあに 

 

まとめ・振り返り 

楽しい「あき」を振り返ろう。 

・ 保育園の子に分

かるように説明

をして，自分がつ

くったおもちゃ

で楽しんで遊ん

でいる。 

・ 自然のものから

おもちゃをつく

る楽しさや自然

の不思議さに気

付いている。  

【主体的に学習に取り組む態度】 

行動観察 

発言 

 

 

 

【知識・技能】 

振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習 

目  標：秋の自然物を使い，工夫しておもちゃづくりをすることができる。 

 評価規準：秋の自然物を使って，楽しめる工夫をしておもちゃづくりをしている。  【思考・判断・表現】 

 

 

予想される振り返り例 質が高まった振り返り例 

・友達といっしょにつくれて楽しかった。 

・つくりたいものがつくれた。 

 

・マスカラをつくって，どんぐりの数を増やすと，秋の

ガラガラという音が聞こえるようにできた。 

・どんぐりは，〇〇を使うとよく回った。 

・秋の葉っぱの色を使って，赤だけじゃなく黄色も使っ

てきれいに見えるようにした。 

 

主な学習活動 〇発問 ◎主発問 ◇指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

１ めあて・課題の設定 
〇 めあてを確認する。 

 

 

 

 

〇 今作っているおもちゃを，どんなおもちゃにしたいですか。 

◇ 単元計画のどの位置にあるのかを共通認識する。 

◇ 前時でつくり始めた秋のおもちゃを「もっと楽しく」

することを確認する。 

 

 

 

２ 問題解決をする。 

〇 個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

〇 試したり，友達と相談を

しながらおもちゃをつく

ったりする。 

 

 

 

〇 どうしたらもっと楽しくなりそうですか。 

◇ ワークシートに書くことで，一人一人が自分の思いを確

かめられるようにする。 

◇ 決められない子には，途中で替えてもいいことを伝え，安

心して考えられるようにする。また，今まで見つけた秋や前

時につくったおもちゃを実際に触って確かめるよう促す。 

 

◇ ロイロノートに製作途中のおもちゃの写真を提出してお

くことで，似ている友達と話したり相談したりできるよう

にする。 

◇ 試すコーナーを作り，試しながら工夫できそうなところ

を見付けられるようにする。 

◇ 比べたり，見通しながら工夫したりしている児童にはそ

の都度評価をしていく。 

◎ もっと楽しくするために，何を変えてみましたか。 

【思考・判断・表現】 

秋の自然物

を使って，楽し

める工夫をし

ておもちゃづ

くりをしてい

る。 

（行動観察） 

（つくったおもちゃ） 

 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。 
〇 まとめをする。 

 

 

 

 

 

〇 振り返りをする。 

 

 

 

◇ 具体的に，何の数や大きさ，形を変えたのかを問い，全体

でイメージを共有する。 

 

◇‘たかつな’で振り返りを書かせる。 

 

本時のめあて おもちゃを「もっと楽しく」くふうしてつくろう。 

まとめ かず・大きさ・かたちをかえるともっとたのしくなった。 


